
≪水道代削減サービス概要≫

下水道料金支払いの現状:下水メーターが設置されていないことを理由に、使用した上水は

全て下水道に流れるという解釈の下、下水道料金が徴収されております。

下水道料金の概要:具体的な下水使用量ではなく、各自治体ごとの決まりで算出

⇒実態としては「消失」により大量の浄水が失われます。

使用した上水の量と実際に排水した下水の量とでは大きな差が生じます。従って消失して

下水道に流れなかった差額分も余計に支払っているということになります。

≪消失水とは≫

@冷却塔やボイラーの蒸発水

@製造・加工工程・洗浄工程・乾燥工程・調理工程における消失水

@飲料・炊飯・製氷・リネンサプライ・清掃・洗車・散水・植樹水等々 で消失している水

下水道に流れない水は当然下水道料金の支払い対象外です。この概略算出されている下水

道料金を実際に使った分を明確にし、それによるコストダウンが測れたら・・・・・・・

そんな声にお応えしますっ!!

平成 7 年の計量法改正に伴い可能となった、超音波流量計設置による正確な排水流量を計

測することで、下水道料金を 20-50%減額できる可能性がございます(事前の行政許可が必要

です)。

消失



≪導入までの流れ≫

a. 減免額より工事代金の割賦お支払い（5年〜10 年）を頂くプランと、

b.工事代金をお支払い頂き水道代の減免をするプランがございます。

≪削減例≫

上記、下水道代コストダウンにご関心ございましたら、自治体の年度毎の取り決めにより工事

の可不可が決まりますので、まず御社様ご所在の地域が導入可能かどうかをお調べさせて頂き

ますので、御社名、ご住所、年間の≪下水道料金≫をご連絡賜りたくお願い致します。追って

導入可否の調査報告をさせて頂きます。


